
129

（離護…雄，殉難含骨）

懸垂の免疫に関する実験的研究（補遺）

鼠癩菌死菌ワクチン及びBCGを接種し7こ

マウス血清の濾紙電気泳動について

東京女子医科大学糸心学教室（主任 平野憲正教授）

須子田 キ ヨ・落 合 章 雄・長 川
ス シ ダ         オチ  了イ  エキ  オ  ナガ  カワ

（受付昭和35年2月24H）

静
シズ

 先に山田1）は鼠癩死菌ワクチンに種々のAdjuvantを

加えて免疫したマウスに，鼠癩菌を感染せしめると，オリ

ブ油ワクチンを用いたとき，最も感染防禦効果が著明に

認められ，ついでパラフィンワクチン，及び加熱ワクチy

の順に効果が低下すると発表した。更に須子田，山田2）

はかかる感染防禦効果とその血清蛋白分劃との関係を癒

紙電気泳動法によって実験を行った結果，感染防禦効果

の最も強いと患はれたオリブ油ワクチンを接種したマウ

ス群の血清蛋白三三は，未処置健康マウス群に比べて，

鼠癩菌攻撃当時には，α2一グVプリンが最：も増加し，感

染防禦効果とほぼ一致した成績を示した。しかし鼠癩菌

で攻撃した後の血清蛋白三門の所見は，免疫群と非免疫

群の間に差異が認められなかった。この成績から鼠癩菌

攻撃後の血清蛋白分劃像は，ワクチン接種による免疫の

影響と，鼠癩菌感染との共働により形づくられるもので

あると考えられるので，本実験においては，ワクチンを接

種したのみの血清蛋白分劃像の変化を観察し，他方前実

験1）～2）における鼠癩菌攻撃の時期が適当であったかど

うかについても検討した。更にBCGを接種した場合に
ついても簸査した。

         実験方法

 実験動物として白色dd系，20g前後の雌マウス50匹

を用い，オリブ油ワクチン群，パラフィンワクチン群，

加熱ワクチγ群及び未処置健康マウス群の4群に分け，

毎回，数匹ずつのマウスより心臓穿刺により採血し，各

群毎に集めた血清について泳動を行った。別にBCG免

疫群と対照の健康マウス群の各20匹ずつを用いて同様に

実験した。

 各種ワクチンの製法，及び免疫方法は前報2）と同様

の方法で行われたので省略する。BCG乾燥ワクチン

 （局方）は懸濁液とし，1mgずつをマウスの皮下に1

回接種した。

 鼠癩菌死菌ワクチンによる免疫検査は，前実験と同様

であって，1週おき2回免疫した後，2週目に第1回の

採血が行われ，第2回，第3回目はそれぞれ最終免疫

後，2ヵ月目及び3ヵ月目にそれぞれ採血，検査され，

BCG免疫群は1回，接種，免疫した後，1ヵ月目と，

2カ月目に検査された。

 濾紙電気泳動法はすべて前報2）へ5）の通りに行われ

把。

         実験成績
 鼠癩菌加熱死菌ワクチン接種群の血清蛋白分劃につい

て：Table 1，及びFig．1，に示すように，最終免疫後，

2週目の血清について行われた成績では，オリブ油ワク

チン，パラフィンワクチン及び加熱ワクチンの群群と

も，無処置の健康マウスに比べて，アルブミンの減少が

認められた他，オリブ油ワクチンにおいては，αLrグ

・ブリソ及びβ一グ・プリンの増加が認められ，パラ

フィンワクチン群では，α2一グPプリンの増加が認めら

れた。この成績は，前実験1）の血清蛋白分劃の成績と

金く一致した。最終免疫後2ヵ月目，及び3ヵ月目の分

劃像では，やや7一グ・プリンの増加の傾向が認められ

たが，その他は健康マウスのそれと同様であって，すで

にかかる時期にはワクチン接種による血清蛋白分劃の影

響は殆ど認められなかった。

 リポプnテ／ン及び多糖類の分劃成績は，いずれも特

記すべきものがなかった。それ故，これらの分劃につい

て各分団の百分比を算出して比較することは不正確であ

るため，同一時期毎に，これら免疫群の分劃図型を比較し

た。これによると，最終免疫後，2週目のリポプPテ■
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Table 1 Electrophoretic distribution of serum protein of mice

after last

vaccination

2 Week

2 month

3 moy・th

vaccme

olive oil Vac．

liquid－paraffin Vac．

heated Vac．

normal

olive oil Vac．

liquid－paraffin Vac．

heated Vac．

normal

olive oil Vac．

liquid－paraffin Vac．

heated Vac．

normal

Albumin

42． 0％

39． 5

48． 0

52． 0’

51．9

45．5

50． 0

52． 0

45． 5

46． 5

49． 0

52． 0

ai－globulin

7． 4

5．3

6．1

8．1

10． 2

9．3

10． 4

7． 7

7．3

8．2

7．4

8．2

a2－globulin

11． 1

11． 7

8．0

6． 5

8．4

Z7
10． 0’

8．8

6．9

8．6

6．9

6．9

P－globulin

24． 0

21．8

19． 7

19． 2

  18． 7

  21．0

  19． 5

1 21．3

19． 0

18． 0

17． 9

18． 0

or－globulin

．16．0

21．8

19． 0

13．9

10．6

15．8

11． 4

10．9

22． 2

18． 2

20． 0

15． 0

total protein

7． Odlfg

7． 0

7． 0

6．4

7． 5

6．8

6．3

6．0

7． 3

6．8

7． 0

6．0

ン分劃（Fig．2）では，正常vウスのそれに比べると，

免疫群，殊にオリブ油ワクチン接種群，パラフィンワク

チン群のアルブミンの山は低く，α一グロブリン，β一グ
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Pプリン及びγ一グPプリンの山が比較的高まりを示して

いた。2ヵ月後の成績でも，ややこの傾向をとゼめてづ

るが，3ヵ月になると，この関係は不明瞭となる。多糖

類分劃については，2ヵ月目までは免疫群のアルブミン

の減少がみられただけであって，他は認むべき変化はな

かった。

 BCG免疫群においては， Table 2に示すように，健

康マウスの血清蛋白分劃に比べて，BCG接種後，1カ

月及び2ヵ月．目のマウスの血清では，ほとんど変化が認

．められなかった。叉同じ血清について同時に行ったとこ

ろの，．多糖類及びリポプPティンの各分劃における試験

においても比較検討したが，認むべき変化は得られなか

った。

          考   按

 われわれが，さきに報告した3種の鼠癩菌死菌ワクチ

ンの，鼠癩に対する感染防禦効果は，オリブ油ワクチン
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Table 2 Electrophoretic distribution of serum protein of mice

after vaccination

1 month

Vaccine

BCG
norma1

2 month
BCG
norma］

Albunユin

52． 0

49．5

α1－9工obuエin

12． 0

11． 0

a2－globu11n

6．5

P－globuJin 7－globulin

7．5

17． 4

16． 8

14．2

12． 8

57． 5

54． 0

8．0

10． 5

5．4

5． 5

15． 3

16． 0

13．1

14． 2

が最も有効であって，ついでパラフィンワクチン，加熱

ワクチンの順序であり，同上の免疫マウスを鼠癩菌で攻

撃する直前の血清蛋白分劃の成績では，α2一グ・ブ・Jン

及びβ一グnプリンの増加であって，感染防禦効果の程

度と一致し7。

 前実験においては，免疫群のすべてに鼠癩菌の攻撃を

行ったため，ワクチンのみの血清蛋白分劃に及ぼす影響

を観察することができなかった。それ故，本実験におい

ては，各種ワクチンを接種した場合の血清蛋白分劃の変

化が，このワクチンの効力を指示するものであるなら

ば，ワクチンを接種した後，どのような時期に最も変化

が強く現われるかを観察したが，血清蛋白分劃で，α2一

グ・プリン及びβ一グ・プリンの増カロが認められたのは，

最終免疫後，2週目であって，他の時期においては認め

ることができなかった。しかし検査の時期をもっと細か

く区切って観察したならば，やや異った結果が得られた

かも知れないが，少なくとも最終免疫後，2週目前後に

最も変化が現われるものと思われ，感染防禦効果もこの

時期が最も強力ではないかと考えられる。

 BCG接種が鼠癩に対して，ある程度の感染防禦効果

を示すという報告は多く，4）～ユ2）落合15＞もまた本実験

に用いたBCG免疫マウスについて，鼠癩菌の感染防禦

効果を著明ではないが認めている。しかしBCG接種

後，1ヵ月目及び2ヵ月目のマウス血清の血清蛋白分劃

像では何ら認むべき変化が得られなかった。観察の時期

を異にしたならば，何らかの所見を得たかも知れない。
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多糖類及びリポプ・テ4ン分劃についてもまた殆ど変化

は認められなかったが，いずれも染色法について充分満

足すべき結果が得られなかったので，参考程度として考

察を加えt。

 α2一グmプリン及びβ一グ・プリンの増加は，単にワク

チンを接種したためにのみ起る現象ではないから5），免

疫効果の判定基準を血清蛋白分劃の変化のみにおくこと

はできないが，以上の実験の如く，一定の範囲内におい

て行われた実験の結果，免疫後，或一定の時期にかかる

変化が出現し，叉ワクチンの種類によって，その程度が

異るということは興昧あることと思う。

          結   論

 マウスに鼠癩菌死菌ワクチン，及びBCGを接種し，

血清蛋白分劃に及ぼす影響，並びにその変動について実

験を行った。その結果，1）鼠癩死菌ワクチンを接種し，

最終免疫後，2ra目｝Cおける血清蛋白分劃はhア7レブミ

ンの減少，α2一グ・プリン及びβ一グ・ブiJンの増加が認

められ，その変化の程度の最も著明であっtのは，オリ

ブ油ワクチンであり，ついで，パラフィンワクチン，次

に加熱ワクチンの順序であった。このような血清蛋白分

劃の変化はその後，2ヵ月後には消失することを認め

た。

2） BCGを接種した ・9ウスの血清蛋白分劃を行った

が，接種後，1ヵ月目及び2ヵ月目の検査では全く変化

が認められなかった。

 稿を終るに臨み御指導御校閲をたまわった平野憲正教

授に深謝致します。
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